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海と寄りそう暮らし
磯や港での釣り、夜釣り、海水浴場での
遊びなど、海とともにある暮らしが昔か
ら地域に根づき、四季のうつろいととも
に親しまれている。

１

地域のあそび場
ふるるファーム、新海公園など、食事や
遊び、ふれあいを楽しめる場所は家族連
れや子どもたちにも親しまれている。

２

地域行事やイベント
演奏会や祭り、農業体験などが各地で行
われており、交流やにぎわいの場として
活用されながら、今も役割を果たしてい
る。

３

暮らしを繋ぐ施設
会議や親子の集い、地域活動が定期的に
行われる大浦会館や大丹生コミュニティ
センターは、人が定期的に集まる拠点と
なっている。

４

自然を感じる風景
山や海に囲まれ、四季折々の自然が広が
る。自然文化園ではあじさい園など季節
ごとのイベントが開催され、身近な自然
にふれられる場所となっている。

５

歴史が息づくまち
古くから神社仏閣がまちにとけ込み、落
ち着いた雰囲気をつくる。冠島への雄島
参りは、地域の信仰と海のつながりを今
にも伝える、特別な風景のひとつ。

６

自然環境との共存
イノシシやサル、シカなどによる鳥獣被
害が身近にあり、農作物への影響が深刻。
自然の豊かさと表裏一体の問題として、
対応が求められている。

７

地域の交通事情
バスの本数が少なく、特に東大浦方面で
は移動が不便。車がないと生活に支障が
出る場面もあり、地域によって移動のし
やすさに違いがある。

８

活かす場、見直す場
イベントや地域活動で活かされている場
所もある一方で、空き家の増加も含めて、
これからの使い方を考える必要がある場
や施設なども見られる。

９

海と山に抱かれ、恵み豊かな湾に沿って
暮らしが息づく大浦地域。棚田が連なる
里山と、魚が揚がる海辺が近くにあり、
自然とともにある営みが今も受け継がれ
ている。かつてから人と海をつないでき
た祈りの場や、町並みも残り、静かな歴
史と文化が感じられるまち。
これは今から将来のまちを考えるための、
住民による住民のための地域資源マップ。
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